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医科総括表の記入上の注意 

 

① 老人保健・退職者医療 

(1) 「療養の給付」欄 

  ア 「老人保健」欄は、県内保険者、県外保険者を問わずすべての請求書の老人保健欄の件数・日数・

点数を、入院（入）・入院外（外）別にそれぞれ合計しご記入ください。 

  イ 「退職者医療」欄は、県内保険者、県外保険者を問わずすべての請求書の退職(本人、７０歳以上９

割、７０歳以上７割、被扶養者、３歳未満)欄の件数・日数・点数を、入院（入）・入院外（外）別に

それぞれ合計しご記入ください。 

 

(2) 「食事療養・生活療養」欄 

   入院で食事療養又は生活療養がある場合は、件数・回数・金額をそれぞれ合計しご記入ください。 

 

(3) 「請求額払の金額」欄 

   記入は不要です。 

 

 

② 特別療養費 

  特別療養費の請求がある場合は、「退職者医療」欄の次に「特別療養費」欄を設け、一般分、退職者医療

の別を問わず、特別療養費の全請求書の件数・日数・点数を、入院（入）・入院外（外）別にそれぞれ合計

しご記入ください。（「請求額払の金額」欄の記入は不要ですので斜線を引いてください。） 

 

 

③ 一般分 

 注：ここでは、一般欄の「７０歳以上９割・７０歳以上７割・一般被保険者・３歳未満」を「区分」としてご説明し

ます。 

  各請求書の『一般』欄を(1)から(4)のとおりご記入ください。 

  なお、県内保険者分は保険者ごとに、県外保険者分は都道府県ごとの取りまとめを基本に各請求書を合

計しご記入ください。 

  また、電算処理等によりやむを得ず合計が困難な場合は、県内保険者分の保険者ごとを「区分」や「給

付割合」ごとに、県外保険者分の都道府県ごとを「保険者」ごとなど、合算せず請求書の内訳のとおり記

入いただいても結構です。 

  

(1) 「保険者名・公費名等」欄 

  ア 県内保険者分は、保険者（保険者番号）ごとを基本に、保険者名または保険者番号のいずれかをご

記入ください。（例：さいたま市または１１４００９） 

  イ 県外保険者分は、都道府県ごとを基本に、都道府県名または都道府県番号（保険者番号の頭２桁）

のいずれかをご記入ください。（例：東京都又は１３） 

総括表は、貴保険医療機関からご提出いただく全請求書について、請求先（保険者）と請求額の一覧として作成

いただくものです。既に作成された請求書を次のとおり取りまとめの上、ご記入ください。 
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    なお、全国土木建築国民健康保険組合（保険者番号：１３３０３３）及び全国建設工事業国民健康

保険組合（保険者番号：１３３２９８）は県内保険者分としての取り扱いになりますので、東京都（都

道府県番号：１３）の合計には含めません。 

 

(2) 「療養の給付」欄 

   当該保険者（都道府県）分の一般欄（すべての区分）の件数・日数・点数を、入院（入）・入院外（外）

別にそれぞれ合計しご記入ください。 

 

(3) 「食事療養・生活療養」欄 

   入院で食事療養又は生活療養がある場合は、一般欄（すべての区分）の件数・回数・金額をそれぞれ

合計し記入ください。 

 

(4) 「請求額払の金額」欄 

   区分ごとに次の算式により請求額払の金額を算出し、すべての区分の請求額払の金額を合算しご記入

ください。 

                                     　 　 　 ※ 

請求額払の金額 ＝ (療養の給付の点数×給付割合)＋(食事療養・生活療養の金額－標準負担額) 

 ※ 請求書の「標準負担額」欄の金額をご確認ください。 

 

 

④ 一般分の小計（国保計） 

(1) 「保険者名・公費名等」欄 

   「国保計」とご記入ください。 

 

(2) 「療養の給付」「食事療養・生活療養」「請求額払の金額」欄 

   「③ 一般分」にご記入いただいたすべての一般分（県内保険者分及び県外保険者分）を合計しご記

入ください。（「① 老人保健・退職者医療」「② 特別療養費」はこの合計に含めないでください。） 

 

 

⑤ 公費負担医療分（再掲） 

(1) 「保険者名・公費名等」欄 

   全請求書（県内保険者、県外保険者を問わずすべての請求書）の『公費負担医療（再掲）』欄の公費負

担医療名または公費負担法別番号（公費負担医療番号の頭２桁）をご記入ください。 

 

(2) 「療養の給付」欄 

   公費負担医療分の件数・日数・点数を、入院（入）・入院外（外）別にそれぞれ合計しご記入ください。 

 

(3) 「食事療養・生活療養」欄 

   入院で食事療養又は生活療養の請求がある場合は、公費負担医療分の件数・回数・金額をそれぞれ

合計しご記入ください。 
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(4) 「請求額払の金額」欄 

   次の算式により請求額払の金額を算出し、ご記入ください。 

請求額払の金額＝ 
                                      ※ 
【(療養の給付の点数（公費対象点数）×公費負担割合）－ 一部負担金（患者負担額）】 
                                       ※ 

＋（食事療養・生活療養の標準負担額(公費分)）

 

※ 請求書の「

⑥ 公費負担医療分の小

(1) 「保険者名・公費

   「公費計」とご記

 

 (2) 「療養の給付」「食

   「⑤ 公費負担医

⑦ 合計 

 貴保険医療機関から

総合計をそれぞれ算出

  ・「療養の給付」「食

   ⑦＝①＋④ 

  ・「請求額払の金額」

   ⑦＝④＋⑥ 

⑧ 平均点数 
 

 「平均点数」欄は、「

数で除して得られた数

 

 

⑨ 請求額払の金額 

  「⑦ 請求額払の金

  なお、請求額払(請求

 

 

注１ 複数枚にわたって総

所要事項をご記入いた

 ２ 返戻や請求もれ等に

 ３ 開設者の変更等で医
療養の給付の一部負担金」「食事療養・生活療養の標準負担額（公費分）」の金額を ご確認ください。 
計（公費計）

名等」欄 

入ください。 

事療養・生活療養」「請求額払の金額」欄 

療分(再掲）」にご記入いただいたすべての公費負担医療分を合計しご記入ください。 

ご提出いただく全請求（特別療養費を除く。）の総合計になります。次の算式により

しご記入ください。 

事療養・生活療養」欄 

欄 

⑦ 合計」の「療養の給付」欄の入院（入）、入院外（外）のそれぞれの点数を件

値を、小数点第1位(小数点第２位を四捨五入)まで、ご記入ください。 

額」欄の金額をご記入ください。 

月の支払)を希望されていない場合は、記入は不要ですので斜線を引いてください。 

括表を作成した場合、総括表下部の「国民健康保険及び公費請求額払票」は、最後頁にのみ

だき、他は切り取ってご提出ください。 

よる月遅れ分のレセプトは、当月分の集計に含めてください。 

療機関コードが変更になり、旧の医療機関コードにかかる再請求分等がある場合は、新旧の




